



















































































































































































































































































































































































































































































研究所 蔵書とが、そっくり入るからという話だったです。そのころは、もう決ま とっ らしいですね。
小島
決まっていたんですけども、こ 赤間文一一一知事との山の口













































































































































































































































































































































































































































































いろいろ伺 たりしまして、全体として 傾向から えば
やはり助






































































































































































































































































































































































































あと一つは文学部 雌史にとっても人間科 部 歴史にとっ
ても大変大ふれな問題ですが、
人間科学却が文学部から独立したことに



























当然阪大に合併すべき んだとい 考えもあり、学生大会なんかもあったりして、学芸大学のスタッフは全員阪大に移行す いう、そういう申し出が向うの学長からも、あったそうですよ。
ちょっとこれは
正確に覚えていないのですが:・:::。その きは教授会の正式 問題にはならなか けれども、なかで話 いる は、われわ 文部をつくった
Jばかりでね。そこへそういうものが起こってきたら、と

















言ったことがあるのです。大学は各学部がばらばらで、そうし われ勝ちにやっているので、大 全体の教授、研究のポリシーがないのです。そういう大学全体 、むしろ参謀本 的な中央部が要ると。 れには教養部がやはり
番いいのではないかと。教養部の上に、大学教


































































































































































































































文部次官が 学部なら設践しても いと言ったので 。あ





したと思いますね。文学部の方々 、これは何もそう決め というではなくて、文学部の方々のご意向を大体そ も叫酌すると う意味で、みん に二応仮のボ
l
トをしてもらったところが、圧倒的に人間











































































































機械球日刊の如く蕊ちに用意し得べきものでないことはゆす迄もありません。大阪大学法文学部新設当時の所管大区であった森一戸辰男氏 鴬て大原社会問題研究所の所有してゐた学術図書が、大阪府に保管されてゐる事耐火、布図書が大阪府に保管されるに護っ 絞緋、説ハの後の状況等を知悉し をられ、特にこの図説との結び付か}も考阪の上、大阪大学法文 慌 散を すめられたと灰閉山してゐます。大 としても 敗戦直後 新設予算概算編成に際しこの図設の淡波方を当時の新際大阪府知事 阪出、阪米、赤間現大阪府知事に譲る会長官阿波に府関係者へ事情の御了解を ひ希望をゆ出て米 次第であります。市民に大阪府外 当時 関係者から 布図書の割愛、 大学に於て使用せしめられ皮出向願出てをられますが、大阪大学法文 部としては、学術的使命達成のよか 、是非共談波被下る機御配慮を得たいと存じます。
X戒は叫川御当局
に於て之を完全に談波し去ること、布問問者 所有権な移すことな阪難とされるなれば、紗くともこの図書を充分に利用せしめられ 絞、布図品川川市甲 高度に術的 関設は之を大間以大学 寄託管理せしめられる様御考慮願い皮と存じます。以上、大阪大学法文学部倒係者と 敢て御願いの上げる次第であります。
七月二十六日
事務局長より桑悶法文学部長に送開(印)
法文学日告の創立と文学部567 
